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１．研究計画の概要 

本研究は、近代中国の政治権力による民

俗・信仰の利用・改造、近代的政治象徴・儀

礼の導入過程の検討を通じて、文化・民俗の

再編が、政治動員、階級意識・国民意識の創

出、社会秩序の構築において果たした機能に

ついて考察するものである。多様な中国社会

を統合する政治の原理を考察するため、地域

権力と農村社会の関係を主要な検討対象と

し、中国共産党（中共）根拠地と日本傀儡政

権などとの比較を行う。また、その際、私的

ネットワークの拡大と社会を代替する国家

権力の発展という中国独自の権力と社会の

関係に着目し、中華人民共和国成立に至るま

での時期の統合の問題を検討する。 

この他、国家統合の問題を長期的な視点か

ら確認するために、清末から民国初期までの

中央と地方の編成に関わる憲政の問題を検

討課題に加える。 
 
２．研究の進捗状況 

 中共根拠地については、冀魯豫区を中心に、

内戦遂行における大衆動員の過程を、従来分

析視角として用いられてきた階級区分論で

なく、人々の政治的態度や選択、それに伴う

地位・資格などを包括する「政治的等級区分」

という概念によって分析し、このような特徴

をもつ大衆動員の中で顕著に確認される民

俗利用、儀礼、象徴の意義について論じた。 

 中共政権における毛沢東像については、実

際に使用された写真や版画を発掘し、大衆動

員においてこれらがどのように使用された

かを検討した。毛像は農村においては、個別

家庭を司祭する神像の代替として使用され

る一方で、会門的結合によって党組織を立ち

上げる際の「天」に替わる盟誓の対象となり、

また、闘争の急進化に伴い大衆の権力の象徴

としての性格を強めていった。また、農村に

おける階級闘争と都市を包括した連合政府

という中共権力の二重性に即した、毛像の使

用の特徴について明らかにした。 

日本傀儡政権については、中共・国民政

府・汪精衛政権の新暦・農暦、象徴の使用に

関する政策と比較しつつ、記念日活動、民俗

利用、暦と時間に関する政策を検討した。中

共が国共関係の悪化後、国民政府の権威から

離れて独自の記念日を強調していくのに対

して、日本傀儡政権は、次第に国民政府の記

念日体系を尊重するようになり、同政府の権
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威に基づいて正統性を主張するようになっ

ていったこと、民俗利用を通じて政権の正統

性を訴える一方で、中共に比べて個別家庭の

民俗を十分に利用することができなかった

ことなどを明らかにした。この他、中共政権、

傀儡政権ともに政治的意義の理解を前提と

しない職能・帰属集団別記念日を新暦の社会

への浸透に利用していた状況が確認できた。 

研究分担者は、清末から北京政府期に至る

立憲改革の過程を、日本の憲政議論との関係

において検討し、行政府の権限の確立、中央

―地方関係の調整など、近代化において存在

した国家統合に関わる問題を明らかにした。 
 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

階層間の流動性が比較的大きく、私的な人

間関係によって安全保障が担保されるとい

う中国の社会情況に応じた政治動員の手法

と、流動性の中で安全保障を求める社会の側

の権力への対応の手法について、その特徴を

確認できた。民俗的な儀礼、象徴は、このよ

うな社会的流動性と安全保障の問題に対応

する形で形成されており、これらを利用した

中共の動員手法は、伝統的な権威に価値を認

める大衆の心性に適応したものであった。 

日本傀儡政権と中共政権の民俗利用、象徴

の使用および時間に関する政策の比較につ

いては、国民政府、汪精衛政権の対応も視野

に入れることによって、これら諸政権の対抗

関係の中で、それぞれの政権の正統性の根拠

の置き方、民俗への対応の手法など政策の特

徴を一定程度明らかにできた。この他、中央

と地方の権力関係の調整が、近代中国の国家

統合において、一貫して重要な課題であるこ

とが確認できた。 

４．今後の研究の推進方策 

 中共の冀魯豫区根拠地においては、軍事動

員と党組織の拡大・整頓に関する史料の収集

をほぼ終えているので、これらを民俗利用と

社会統合原理に関するこれまでの研究視角

に照らして分析し、中共の政治動員・統合政

策の全体像を描きたい。追悼の民俗利用に関

する問題も、このテーマに即して検討される。

象徴については、毛沢東像の形式の普及過程、

使用情況を延安と各根拠地、農村と都市の連

環の中で位置づけ直し、農村の民俗と都市の

文化における権力の表象の手法を確認する。

これらによって、中共による全国政権確立の

意義を中国の社会と権力の伝統的関係の継

承・発展の文脈に位置づけて論じるとともに、

日本傀儡政権などとの比較によって中共権

力の統合政策の特徴を確認したい。 
５. 代表的な研究成果 
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